
〔議員の表決態度の公表〕※賛否が分かれた議案等について掲載しています。

件　　名

会  派
議員氏名

財産の無償貸付けについて（旧河内小学
校校舎の一部）

佐伯市社会福祉センター条例の制定につ
いて

議案第72号

議案第75号

議決
結果

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）

三
浦
　
　渉

吉
良
　栄
三

菅
　さ
と
み

髙
司
　政
文

西
條
　隆
洋

井
上
　清
三

後
藤
　勇
人

浅
利
美
知
子

河
野
　
　豊

佐
藤
　
　元

上
田
　
　徹

矢
野
　幸
正

御
手
洗
秀
光

福
嶋
　勝
彦

飛
髙
彌
一
郎

森
　三
千
年

坪
根
　大
吉

大
野
　達
也

本
田
　房
代

清
家
　好
文

濵
野
　芳
弘

塩
月
　健
治

清
田
　哲
也

冨
松
　万
平

○○○●○○○○○○○○○休○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●●●○休○○○○○○○○○

原案可決

修正案可決 19 ： 3

21 1:

彩　輝　会 志 高 会 自民党 公明党 無会派無所属の会南風会

※議長（三浦渉）は、通常の過半数議決には表決権がありません。　※無所属の会：佐伯を元気にする無所属の会
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写真上：傾山から祖母山を望む。写真左・下：藤河内渓谷

※政策研究会の調査研究のテーマは
「祖母・傾・大崩ユネスコエコパー
ク」に決まりました。
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先
日
、
書
店
で
、「
定
年
後
」
と
い
う
題

名
に
引
き
寄
せ
ら
れ
手
に
取
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
「
若
い
時
に
注
目
さ
れ
ず
、
不
遇

な
人
生
を
送
っ
た
人
で
も
定
年
後
に
輝
け

ば
過
去
の
景
色
は
一
変
す
る
。
人
生
の
後
半

こ
そ
が
勝
負
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
輝
く
た

め
に
は
50
歳
代
か
ら
準
備
が
必
要
だ
と
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
遅
い
、
完
全
に
遅
い
。

し
か
し
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
寿

命
を
健
康
寿
命
と
す
る
な
ら
統
計
で
は
75

歳
を
過
ぎ
る
と
男
性
は
急
に
自
立
度
が
落

ち
る
ら
し
い
の
で
す
。
あ
と
10
年
人
生
を
謳

歌
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く
頃
は
、
太
陽
が

ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
今
は
、
梅
雨
の
中
で
紫
陽
花
が
き
れ

い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
太
陽
に
向
か
っ
て
咲

く
ひ
ま
わ
り
よ
り
シ
ト
シ
ト
と
雨
が
降
続

く
中
に
ジ
イ
ッ
と
耐
え
て
い
る
紫
陽
花
が
好

き
と
い
え
る
よ
う
な
議
員
に
な
り
た
い
と
思

い
な
が
ら
外
を
見
て
い
ま
す
。

広
報
副
委
員
長
　
濵
野
芳
弘

　
後
藤
幸
吉
前
市
議
は
、
公
職
選
挙

法
違
反
に
よ
り
６
月
21
日
に
失
職
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
佐
伯
市
議
会
（
定
数

25
名
）
は
、
１
名
の
欠
員
と
な
り
ま
し

た
が
、
補
欠
選
挙
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
７
月
６
日
、
市
役
所
で
市
議
会
団
体
モ

ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
団
体
の
代
表
者
23
人
に
三
浦
渉
議
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
市
議
会
か
ら
は
正
副
議
長
、
ま

た
議
会
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
出
席
し
、

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
団
体
モ
ニ
タ
ー

と
個
人
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

団
体
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
で
す
。
こ
の
団
体

モ
ニ
タ
ー
と
は
、
議
案
等
に
対
し
て
意
見

を
聴
取
し
た
い
時
に
、
各
団
体
を
議
会
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
議
会
の
申
し
出
に
よ
り
、
い
つ
で

も
意
見
を
聞
け
る

よ
う
に
し
て
議
案

審
議
等
の
参
考
に

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
開
か
れ
た
佐
伯

市
議
会
を
め
ざ
す

た
め
に
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。

〔８月〕 29日 （火）開会
〔９月〕 5日 （火）一般質問
 6日 （水）一般質問
 7日 （木）一般質問
 8日 （金）一般質問
 12日 （火）建設経済常任委員会
   教育民生常任委員会
 13日 （水）総務常任委員会
 14日 （木）予算特別委員会
 20日 （水）閉会

※ぜひ傍聴にお越しください。

9月定例会のお知らせ（予定）
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６月定例会は６月５日から28日までの24日間の会期で開催されました。

市議会だより
登録決定！



〇普通財産解体事業（約3,300万円）…… 旧下入津中学校の解体費用

〇林道小福良線開設（4,050万円）
　…… 林道小福良線の法面詳細設計業務及び開設工事に係る費用

〇道路新設改良交付金事業（約4億9,400万円）
　…… 佐伯大橋、尾浦トンネル他の修繕、耐震化や道

路改良及び点検業務に係る費用

〇災害対策施設整備事業（約4億9,500万円）
　…… 池船、女島地区の避難タワー、上城地区防災避

難広場の防災備蓄倉庫整備等に係る費用

〇飼い猫不妊・去勢手術支援（145万円）…… 飼い猫の不妊、去勢手術に対する補助　

〇工業団地用地購入（約4億4,100万円）
　…… 土地開発公社から永野地区用地を購入

〇公営住宅ストック改善（約1億3,900万円）
　…… 外壁、屋上防水改修（鶴岡、栂牟礼団地）
　　　 給水設備改修（中江、女島団地B）

主な予算外議案

その他の主な事業

❖ 主な質疑と答弁

予算総額 463億9,694万円(当初予算＋32億6,394万円）

　選挙後初の定例会となった６月議会は、６月５日に開会し、予算議案１件、予算外議案30件、専
決処分の報告１件が上程されました。13日から16日は各会派の代表質問及び一般質問、20日から22
日までは各常任委員会及び予算特別委員会において全ての議案を審査し、28日本会議にて採決し閉
会しました。

　田中新市長が誕生して初めての予算特別委員会ということで活発な質疑・答弁が交わされ、予定
時刻を１時間以上オーバーしましたが、賛成多数で平成29年度佐伯市一般会計補正予算（第１号）
は可決されました。

（予算特別委員長　清田哲也　同副委員長　飛髙彌一郎）

・防災局設置に伴う行政組織条例の一部改正（総務常任委員会所管）
・空家等対策協議会設置に関する条例の制定（建設経済常任委員会所管）
・社会福祉センター設置に関する条例の制定（教育民生常任委員会所管）

質疑 … 婚活支援事業（55万7,000円）の内容と効果の検証は？
答弁 … 出会い支援事業を行う団体に対する補助金（１団体10万円）と婚活に関する講演会を開催

している。効果の検証についてはアンケートの実施をはじめその方法について検討していく。

質疑 … がんばる里・浦地域活力向上事業（1,000万円）の対象地域、内容は？
答弁 … 対象地域は各振興局管内とし、中規模事業者に対しては対象額の３分の２、小規模事業者

に対しては５分の４の補助率とする。

質疑 … 保育所等就職準備支援事業（736万2,000円）の事業内容は？
答弁 … 平成30年度私立保育園に採用される保育士を対象に、支度金として貸し付ける制度で、３

年以上本市で就労すればその返済は免除される。予算額は14人分を計上している。

　旧市内の周辺部地域（青山、八幡など）は振興局もなく地域が
疲弊しており、オール佐伯というならば全市域を対象に事業展開
するべき‼

佐伯創生！！予算はどうする？

意見あり‼

　平成29年４月１日現在の待機児童は38人で、待機児童解消のた
めにも保育士の確保が急務で、そのための事業です。

待機児童の解消を‼

選挙年の3月に編成される予算は骨格予算、選挙後新市長によって編成される予算は肉付
け予算と呼ばれています。

マメ
知識

こんなことを審査しました！！
6月定例会の概要

〈鶴岡地区にある市営住宅〉

〈予算特別委員会審査の様子〉
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質問者 清家好文 議員
食観光における一次産業の育
成・手法については？

佐伯市ブランド流通促進協議会
や関係課に問題提起し、協議し
ていく。

12月定例会

質問者 河野　豊 議員
クルーズ船寄港促進期成会の立
ち上げは？

平成２９年度設立の方向で検討
中。

９月定例会

質問者 矢野幸正 議員
市有林の維持管理について、有
識者会議等の設置は？

今後、必要な状況になれば、設
置する。

3月定例会

質問者 佐藤　元 議員
中心市街地への公共交通網を構
築すべきでは？

地域公共交通網形成計画及び再
編実施計画策定に伴い、公共交
通対策の調査・検討を実施中。

３月定例会

質問者 上田  徹 議員
佐伯市の魅力再発見におけ
る在住外国人の活用方策
は？

インバウンド推進事業にお
いて部会を立ち上げ、市内
在住の外国人に意見を聞く
予定。

9月定例会

質問者 浅利美知子 議員
災害時、市内の福祉避難所
42か所との連絡体制、仕組
みは？

担当課が連絡先を把握して
おり、災害時には被災状況
及び受け入れについて確認
を取る。

６月定例会

質問者 御手洗秀光 議員
非核平和都市宣言塔の設置
は？

来客用駐車場内に設置し
た。

6月定例会

質問者 清田哲也 議員
若者が市外で結婚式をあげる理由の調
査・研究は？

「佐伯市内での結婚式・披露宴復活！
意見交換会」を開催し、現在の状況に
ついて協議を実施した。

９月定例会

質問者 後藤勇人 議員
移住者に対して、フォローアップ
は？

平成29年度、「移住者交流会」
を実施予定。また臨時職員１名
を配置し、移住希望者へのフォ
ローを強化。

12月定例会

質問者 吉良栄三 議員
DMOの研究について

*DMO：官民連携によって地域観光を積極的
に推進する組織

県や九州観光推進機構が主催する説明会
に参加しており、研究していく。

3月定例会

質問者 三浦　渉 議員
番匠川に架かる橋の耐震化計画は？

中川・中江川に架かる橋梁の耐震化計画
を策定し、実施中。その他の橋梁につい
ても計画を策定予定。

６月定例会

一
般
質
問
の
そ
の
後
を
追
う

平成
28年

〈APUモニターツアー〉
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12月定例会

質問者 河野　豊 議員
クルーズ船寄港促進期成会の立
ち上げは？

平成２９年度設立の方向で検討
中。

９月定例会

質問者 矢野幸正 議員
市有林の維持管理について、有
識者会議等の設置は？

今後、必要な状況になれば、設
置する。

3月定例会

質問者 佐藤　元 議員
中心市街地への公共交通網を構
築すべきでは？

地域公共交通網形成計画及び再
編実施計画策定に伴い、公共交
通対策の調査・検討を実施中。

３月定例会

質問者 上田  徹 議員
佐伯市の魅力再発見におけ
る在住外国人の活用方策
は？

インバウンド推進事業にお
いて部会を立ち上げ、市内
在住の外国人に意見を聞く
予定。

9月定例会

質問者 浅利美知子 議員
災害時、市内の福祉避難所
42か所との連絡体制、仕組
みは？

担当課が連絡先を把握して
おり、災害時には被災状況
及び受け入れについて確認
を取る。

６月定例会

質問者 御手洗秀光 議員
非核平和都市宣言塔の設置
は？

来客用駐車場内に設置し
た。

6月定例会

質問者 清田哲也 議員
若者が市外で結婚式をあげる理由の調
査・研究は？

「佐伯市内での結婚式・披露宴復活！
意見交換会」を開催し、現在の状況に
ついて協議を実施した。

９月定例会

質問者 後藤勇人 議員
移住者に対して、フォローアップ
は？

平成29年度、「移住者交流会」
を実施予定。また臨時職員１名
を配置し、移住希望者へのフォ
ローを強化。

12月定例会

質問者 吉良栄三 議員
DMOの研究について

*DMO：官民連携によって地域観光を積極的
に推進する組織

県や九州観光推進機構が主催する説明会
に参加しており、研究していく。

3月定例会

質問者 三浦　渉 議員
番匠川に架かる橋の耐震化計画は？

中川・中江川に架かる橋梁の耐震化計画
を策定し、実施中。その他の橋梁につい
ても計画を策定予定。

６月定例会

一
般
質
問
の
そ
の
後
を
追
う

平成
28年

〈APUモニターツアー〉
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質問者 髙司政文 議員
市立の保育所、幼稚園はどうい
う形態になるのか。

本匠、直川については、平成３０
年度に認定保育園（保育所型）
に移行の予定である。

12月定例会

質問者 冨松万平 議員
救急車の適正利用の周知方法に
ついて

救急車の適正利用のリーフレット
を市内の全世帯に配布した。

6月定例会

質問者 井上清三 議員
老老介護の負担軽減について

第７期介護保険事業計画の策定
を行う中で検討する。

9月定例会

質問者 濵野芳弘 議員
放課後児童クラブ支援員の処遇改善につ
いて

税や健康保険の扶養の上限額が賃金アッ
プの弊害になっているため、その他の勤
務労働条件の改善を呼びかける。

12月定例会

質問者 塩月健治 議員
入津湾の陸上養殖の赤潮対策は？

緊急赤潮対策として、地下海水の活用を
図るにあたっての地質・水量・水質など
の調査を予定。実施に向け関係者と打ち
合わせを行う計画。

９月定例会

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
１

件
を
修
正
可
決
し
、
残
る
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

佐
伯
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　女
島
に
開
設
へ
！

　
長
島
町
に
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
津
波
避

難
人
工
高
台
を
造
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
女
島
区

に
あ
る
旧
森
林
組
合
事
務
所
跡
を
改
修
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
、
生
活
困
窮
者
、
障
が

い
者
等
も
利
用
で
き
る
佐
伯
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
屋
外
機
能
に
つ
い
て
は
、
剣
崎
の

給
食
セ
ン
タ
ー
の
横
の
市
有
地
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
審
査
の
な
か
で
は
、

新
し
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
休
館
日
に
関
し
、
修

正
案
（
日
曜
日
・
祝
祭

日
に
開
館
）
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
に
よ

り
、
修
正
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
３
件
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
及
び
請
願
１
件
、
計
５
件
を
審
査
し
、
全
て
可
決
・
承

認
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

新
た
に
防
災
局
を
設
置
！

　佐
伯
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
改
正

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え

て
防
災
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
防
災
危
機
管

理
課
を
再
編
し
、
新
た
に
防
災
局
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

防
災
局
員
は
12
名
体
制
と
し
ま
す
。

災
害
対
応
力
の
維
持
向
上
を
！

　請
　願  

入
札
制
度
に
つ
い
て

　請
願
者  

大
分
県
建
設
業
協
会
佐
伯
支
部
　

　
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
守
り
手
と
し

て
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設
業
者
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
大
分
県
が
発
注
す
る
工
事
請
負

契
約
に
係
る
指
名
基
準
が
追
加
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

佐
伯
市
に
お
い
て
も
同
様
に
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
３
件
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
及
び
請
願
１
件
、
計
５
件
を
審
査
し
、
全
て
可
決
・
承

認
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

新
た
に
防
災
局
を
設
置
！

　佐
伯
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
改
正

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え

て
防
災
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
防
災
危
機
管

理
課
を
再
編
し
、
新
た
に
防
災
局
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

防
災
局
員
は
12
名
体
制
と
し
ま
す
。

災
害
対
応
力
の
維
持
向
上
を
！

　請
　願  

入
札
制
度
に
つ
い
て

　請
願
者  

大
分
県
建
設
業
協
会
佐
伯
支
部
　

　
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
守
り
手
と
し

て
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設
業
者
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
大
分
県
が
発
注
す
る
工
事
請
負

契
約
に
係
る
指
名
基
準
が
追
加
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

佐
伯
市
に
お
い
て
も
同
様
に
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
５
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

年
々
増
え
続
け
る
空
き
家

　実
効
あ
る
対
策
へ
　協
議
会
を
設
置

　
平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
空
き
家
法
（
左
欄
参
照
）
に

基
づ
き
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
作
成
、
実
施
に
関
す

る
事
項
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
、
活
用
に
関
す
る
事

項
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
佐
伯
市
空
家
等
対
策
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
は
平
成
30
年
１
月
を
目
途
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
や
民
間
が
実
施
す
る
空
き
家
対
策
に

補
助
金
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
略

　
倒
壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
等
（
特
定
空
家
等
）

の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
、
行
政
が
所
有
者
の

調
査
や
指
導
、
建
物
の
解
体
等
が
で
き
る
よ
う
定
め

た
も
の
。
補
助
金
、
交
付
金
等
の
財
政
措
置
も
規
定

し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
審
査
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

〈旧森林組合事務所〉

空
き
家
法
と
は
？
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質問者 髙司政文 議員
市立の保育所、幼稚園はどうい
う形態になるのか。

本匠、直川については、平成３０
年度に認定保育園（保育所型）
に移行の予定である。

12月定例会

質問者 冨松万平 議員
救急車の適正利用の周知方法に
ついて

救急車の適正利用のリーフレット
を市内の全世帯に配布した。

6月定例会

質問者 井上清三 議員
老老介護の負担軽減について

第７期介護保険事業計画の策定
を行う中で検討する。

9月定例会

質問者 濵野芳弘 議員
放課後児童クラブ支援員の処遇改善につ
いて

税や健康保険の扶養の上限額が賃金アッ
プの弊害になっているため、その他の勤
務労働条件の改善を呼びかける。

12月定例会

質問者 塩月健治 議員
入津湾の陸上養殖の赤潮対策は？

緊急赤潮対策として、地下海水の活用を
図るにあたっての地質・水量・水質など
の調査を予定。実施に向け関係者と打ち
合わせを行う計画。

９月定例会

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
１

件
を
修
正
可
決
し
、
残
る
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

佐
伯
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　女
島
に
開
設
へ
！

　
長
島
町
に
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
津
波
避

難
人
工
高
台
を
造
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
女
島
区

に
あ
る
旧
森
林
組
合
事
務
所
跡
を
改
修
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
、
生
活
困
窮
者
、
障
が

い
者
等
も
利
用
で
き
る
佐
伯
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
屋
外
機
能
に
つ
い
て
は
、
剣
崎
の

給
食
セ
ン
タ
ー
の
横
の
市
有
地
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
審
査
の
な
か
で
は
、

新
し
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
休
館
日
に
関
し
、
修

正
案
（
日
曜
日
・
祝
祭

日
に
開
館
）
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
に
よ

り
、
修
正
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
３
件
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
及
び
請
願
１
件
、
計
５
件
を
審
査
し
、
全
て
可
決
・
承

認
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

新
た
に
防
災
局
を
設
置
！

　佐
伯
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
改
正

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え

て
防
災
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
防
災
危
機
管

理
課
を
再
編
し
、
新
た
に
防
災
局
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

防
災
局
員
は
12
名
体
制
と
し
ま
す
。

災
害
対
応
力
の
維
持
向
上
を
！

　請
　願  

入
札
制
度
に
つ
い
て

　請
願
者  

大
分
県
建
設
業
協
会
佐
伯
支
部
　

　
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
守
り
手
と
し

て
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設
業
者
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
大
分
県
が
発
注
す
る
工
事
請
負

契
約
に
係
る
指
名
基
準
が
追
加
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

佐
伯
市
に
お
い
て
も
同
様
に
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
３
件
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
及
び
請
願
１
件
、
計
５
件
を
審
査
し
、
全
て
可
決
・
承

認
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

新
た
に
防
災
局
を
設
置
！

　佐
伯
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
改
正

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え

て
防
災
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
防
災
危
機
管

理
課
を
再
編
し
、
新
た
に
防
災
局
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

防
災
局
員
は
12
名
体
制
と
し
ま
す
。

災
害
対
応
力
の
維
持
向
上
を
！

　請
　願  

入
札
制
度
に
つ
い
て

　請
願
者  

大
分
県
建
設
業
協
会
佐
伯
支
部
　

　
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
守
り
手
と
し

て
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設
業
者
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
大
分
県
が
発
注
す
る
工
事
請
負

契
約
に
係
る
指
名
基
準
が
追
加
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

佐
伯
市
に
お
い
て
も
同
様
に
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
付
託
さ
れ
た
予
算
外
議
案
５
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

年
々
増
え
続
け
る
空
き
家

　実
効
あ
る
対
策
へ
　協
議
会
を
設
置

　
平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
空
き
家
法
（
左
欄
参
照
）
に

基
づ
き
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
作
成
、
実
施
に
関
す

る
事
項
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
、
活
用
に
関
す
る
事

項
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
佐
伯
市
空
家
等
対
策
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
は
平
成
30
年
１
月
を
目
途
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
や
民
間
が
実
施
す
る
空
き
家
対
策
に

補
助
金
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
略

　
倒
壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
等
（
特
定
空
家
等
）

の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
、
行
政
が
所
有
者
の

調
査
や
指
導
、
建
物
の
解
体
等
が
で
き
る
よ
う
定
め

た
も
の
。
補
助
金
、
交
付
金
等
の
財
政
措
置
も
規
定

し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
審
査
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

〈旧森林組合事務所〉

空
き
家
法
と
は
？
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代表・一般質問代表・一般質問
代表質問６月13日
一般質問６月14、15、16日

※代表・一般質問の掲載について
　代表・一般質問の記事は、議員の
責任において、本人が質問・答弁の
原稿を作成しています。その内容に
相違がないときは原則として原文の
まま掲載しています。
　なお、一般質問の掲載順序は紙面
の都合上、質問順とは異なります。

質  問  者 質　問　の　要　旨
彩輝会

清田　 哲也 ・佐伯創生の方向性について

・行財政改革と佐伯市総合計画後期基本計画について
・市長就任あいさつにおける「佐伯創生」の取組について
・佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
・地域共生社会の実現と共生型施設サービス推進について
・交通弱者等の対応について
・国道388号の改良について
・市長の政治姿勢について
・防災対策について
・福祉保健行政について
・バスク化構想について
・教育行政について
・市長の公約と所信表明について
・市長の今後の市政運営について
・市長の政治姿勢について
・佐伯市許認可の状況について
・鶴見地区の道路整備について
・八幡地区の公園設置について
・県及び市が管理する河川の堆積土砂対策について

矢野　 幸正 ・祖母・傾・大崩ユネスコエコパ－クの登録により期待
　される効果について
・入津湾の漁場環境の改善について
・市道浦崎線の改良について
・津波避難地（人工高台）整備計画と津波避難タワー
　について
・佐伯市総合運動公園宿泊研修施設
　（セミナーハウスはぐくみ）について
・佐伯市総合運動公園テニスコートの整備について
・フッ化物洗口の取組について
・保育所の待機児童と中心市街地公立保育所建設事業
　について
・城山の管理・整備について
・市有バスの管理について
・水産振興について
・木立から堅田インターチェンジへのアクセス道路について
・防災訓練について
・いじめについて
・放課後児童クラブの在り方について

福嶋　 勝彦 ・市長の政治姿勢について
・田中市長における市政方針について
・コミュニティバス事業について
・中学校の部活動について
・番匠川河口橋について
・市街地に漂う悪臭について
・国民健康保険の都道府県化について
・県道事業について
・観光行政について
・インバウンドについて
・今後の交通の玄関口の在り方について
・祖母・傾・大崩山系ユネスコエコパーク登録について

飛髙 彌一郎

志高会
坪根　 大吉

佐伯を元気にする
無所属の会
井上　 清三

公明党
浅利 美知子

南風会
御手洗 秀光

佐藤　　 元

上田　　 徹

森　 三千年

大野　 達也

塩月　 健治

菅　 さとみ

西條　 隆洋

後藤　 勇人

髙司　 政文

冨松　 万平
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▢問	　
近
い
将
来
、
介
護
保
険
の
利
用
対
象
は
、
要
介

護
３
以
上
の
重
度
者
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

方
は
、
介
護
保
険
か
ら
外
し
、
総
合
事
業
に
移
行

と
予
測
さ
れ
、
介
護
保
険
は
、
利
用
し
に
く
い
、

使
え
な
い
な
ど
、一
層
厳
し
く
な
る
と
推
測
す
る
。

そ
ん
な
中
、新
た
な
取
組
み
で
「
地
域
共
生
社
会
」

へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
。
共
生
社
会
で
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
対
象
者
を
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

児
童
、
生
活
困
窮
者
な
ど
年
齢
や
障
が
い
の
有
無

に
関
係
な
く
、
区
別
せ
ず
、
誰
で
も
受
け
入
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
必
要
な
と

き
、
必
要
な
だ
け
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
従
来
の
縦
割
り
行
政

の
弊
害
を
な
く
し
「
ま
る
ご
と
」
と
し
、
介
護
予

防
・
認
知
症
対
策
、
社
会
参
加
さ
ら
に
雇
用
確
保

な
ど
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
、
全
て
の
人
が

安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
確
立
で
き

る
。
地
域
共
生
社
会
実
現
と
、
共
生
型
福
祉
施
設

に
対
す
る
考
え
を
聞
き
た
い
。

▪答	　
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
・
生
活
困
窮
者
な

ど
複
数
の
課
題
を
抱
え
、
縦
割
り
で
は
対
応
困
難

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
支
援
が
必
要
な
方
に
包
括
的

な
支
援
が
出
き
、
馴
染
み
の
事
業
所
で
高
齢
に

な
っ
て
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
続
け
る
佐
伯

市
を
め
ざ
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
て

い
く
。

佐
伯
を
元
気
に
す
る
無
所
属
の
会	

代
表
質
問	

井
上
　
清
三

地
域
共
生
社
会
・
共
生
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

▢問	　
農
林
水
産
業
の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
？

▪答	　
農
林
水
産
業
の
現
状
は
、
高
齢
化
の
進
行
、
後

継
者
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
就
業
人
口
の
減
少

が
深
刻
な
問
題
で
、
そ
れ
に
伴
い
、
農
業
で
は
中

産
間
地
域
等
の
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
林
業
で
は

森
林
組
合
や
認
定
事
業
体
等
へ
の
作
業
委
託
の
増

加
・
伐
採
跡
地
の
再
造
林
の
遅
れ
、
有
害
鳥
獣
対

策
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

対
策
と
し
て
、
農
業
で
は
各
種
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
集
落
営
農

組
織
・
法
人
化
の
支
援
、
施
設
園
芸
作
物
の
施
設

整
備
等
の
助
成
な
ど
佐
伯
地
域
の
実
用
に
応
じ
た

施
策
や
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
林
業
で

は
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
木
材
生
産
を
図
る

た
め
造
林
補
助
や
苗
木
生
産
補
助
事
業
を
推
進

し
、
循
環
型
林
業
の
確
立
を
目
指
す
。

　
　
　

次
に
、
水
産
業
の
海
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、

漁
獲
量
の
減
少
傾
向
が
続
く
た
め
、
漁
協
や
漁
業

者
が
主
体
と
な
っ
た
厳
し
い
操
業
規
制
の
導
入
や

種
苗
放
流
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
価

格
低
迷
と
餌
料
の
高
騰
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状
態

を
打
破
す
る
た
め
、
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て

開
発
し
た「
か
ぼ
す
ぶ
り
」「
か
ぼ
す
ひ
ら
め
」「
岩

ガ
キ
」
等
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売
促
進
や
海
外
輸

出
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

志
高
会
　
代
表
質
問
　
坪
根
　
大
吉

「
佐
伯
創
生
」と「
農
林
水
産

業
の
振
興
」は

彩
輝
会
　
代
表
質
問
　
清
田
　
哲
也

ど
う
す
る
佐
伯
創
生
!!

▢問	　
も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援
策
の
構
想
は
？

▪答	　
従
来
の
支
援
策
に
加
え
、
新
た
に
産
業
教
育
を

促
進
す
る
た
め
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
企
業
と
学
校
を
つ
な
ぐ
事

業
を
行
う
中
で
、
将
来
、
佐
伯
市
の
企
業
に
就
職

す
る
、
ま
た
、
佐
伯
市
で
創
業
す
る
よ
う
な
志
の

持
て
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
行
う
。

▢問	　
別
府
市
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
策
は
？

▪答	　
年
間
宿
泊
者
数
２
５
５
万
人
に
及
ぶ
別
府
市
の

宿
泊
客
を
佐
伯
市
に
取
り
込
む
戦
略
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。そ
の
た
め
に
別
府
市
は
も
ち
ろ
ん
、

別
府
市
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
観
光
業
者
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
佐
伯
産
の

農
林
水
産
物
等
の
食
材
を
別
府
市
の
宿
泊
施
設
等

へ
よ
り
多
く
提
供
で
き
る
よ
う
な
努
力
も
行
な
っ

て
い
く
。

▢問	　
た
く
ま
し
い
佐
伯
っ
子
を
育
て
る
た
め
の
小
中

学
校
を
通
じ
た
特
色
あ
る
教
育
施
策
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
？

▪答	　
将
来
を
担
う
佐
伯
っ
子
に
は
、
郷
土
を
愛
す
る

心
を
持
っ
て
、
世
界
に
向
か
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
地
元
へ
の
愛
着
、
社

会
で
通
用
す
る
力
を
幼
児
期
か
ら
養
い
、
世
界
的

に
活
躍
で
き
る
佐
伯
人
を
育
て
た
い
。
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▢問	　
梶
寄
浦
、
丹
賀
浦
地
区
の
避
難
路
・
避
難
地
に

つ
い
て
問
う
。

▪答	　
梶
寄
浦
地
区
の
避
難
場
所
で
あ
る
旧
東
中
学
校

は
築
59
年
で
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
。
今
後
は
、
佐
伯
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
具
体
的
な
方
針
を
決
定
し
た
い
。
次
に
、

丹
賀
浦
地
区
の
避
難
路
は
、
一
部
斜
面
が
崩
壊
し

て
お
り
、
地
区
に
よ
る
原
材
支
給
で
の
維
持
管
理

が
で
き
な
い
箇
所
は
、
市
に
よ
る
直
接
施
工
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

▢問	　
帆
波
浦
地
区
の
排
水
溝
口
先
の
ご
み
等
の
堆
積

物
の
処
理
、
ま
た
敷
場
浦
、
鮪
浦
地
区
の
避
難
路

の
未
整
備
場
所
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
県
道
梶
寄
浦
佐
伯
線
と
の
交
点
部
下
流
側
は
海

に
面
し
、河
口
部
は
打
ち
上
げ
浜
の
状
態
で
あ
り
、

山
か
ら
流
出
し
た
土
砂
も
含
め
堆
積
量
が
増
し
て

い
る
。
現
況
を
再
確
認
し
、
流
路
確
保
の
対
応
を

し
た
い
。
ま
た
敷
場
浦
、
鮪
浦
地
区
の
未
整
備
場

所
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
聞
き
取
り
を
行
い
対
応

し
て
い
く
。

▢問	　
各
地
区
の
排
水
溝
口
先
の
堆
積
物
撤
去
、
及
び

河
川
の
堆
積
物
の
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
各
地
区
か
ら
の
要
望
書
及
び
情
報
に
よ
り
点

検
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 佐

藤
　
元

鶴
見
地
区
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

▢問	　
市
長
は
一
党
一
派
に
属
さ
ず
、
公
平
公
正
な
立

場
で
の
市
政
運
営
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
オ
ー

ル
佐
伯
と
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
？

▪答	　
私
は
市
民
党
で
あ
り
、
市
民
の
声
を
尊
重
し
て

公
平
公
正
な
市
政
運
営
を
行
う
。
分
野
や
地
域
、

世
代
を
超
え
て
互
い
に
知
恵
を
出
し
、
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ル
佐
伯
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
で
政
策
の
企
画
と
事
業
化
に
取
り
組
む
。

▢問	　
教
員
の
多
く
が
過
酷
な
勤
務
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
佐
伯
管
内
で
６
月
４
日
に
１

人
の
先
生
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
実
態
と

対
策
は
？

▪答	　
教
職
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
、
佐
伯
独
自
で

調
査
し
た
も
の
は
な
い
が
、
平
成
28
年
12
月
の
大

分
県
教
育
委
員
会
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
土
日

を
含
む
１
日
当
た
り
の
平
均
時
間
外
勤
務
は
、
小

学
校
で
１
時
間
16
分
、
中
学
校
で
は
２
時
間
27
分

と
な
っ
て
い
る
。
１
か
月
に
わ
た
る
勤
務
の
実
態

に
つ
い
て
の
調
査
で
は
な
い
の
で
、
過
労
死
ラ
イ

ン
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
答
弁
は
で
き
な
い
。
管

内
の
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
勤
務
の
実
態
に
あ
る

の
か
、
服
務
監
督
を
す
る
教
育
委
員
会
と
し
て
重

大
な
関
心
を
持
っ
て
調
査
す
る
。
直
ち
に
時
間
外

勤
務
を
著
し
く
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
と
は
思
う

が
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
を
現
場
と
と
も
に
作
っ

て
い
き
た
い
。 南

風
会
　
代
表
質
問
　
御
手
洗
　
秀
光

市
長
の
今
後
の
市
政
運
営
に

つ
い
て

▢問	　
新
市
長
の
政
治
姿
勢
・
ビ
ジ
ョ
ン
等
多
く
の
市

民
が
期
待
し
、
注
目
し
て
い
る
。「
佐
伯
が
い
ち

ば
ん
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
も
含
め
、
市
長
の
決

意
を
問
う
。

▪答	　
「
佐
伯
が
い
ち
ば
ん
」
に
は
、
市
民
の
皆
様
の

満
足
度
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
市
長
と
し
て
そ
の
思
い
を
強

く
持
ち
、「
佐
伯
創
生
」
へ
の
道
を
邁
進
し
て
い

き
た
い
。

▢問	　
本
市
の
最
重
要
課
題
は
何
と
考
え
る
か
。ま
た
、

そ
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
を
問
う
。

▪答	　
①
い
か
に
人
を
育
て
る
か
だ
と
考
え
る
。
分

野
や
地
域
、
世
代
を
超
え
て
知
恵
を
出
し
合
い
、

「
オ
ー
ル
佐
伯
」
の
精
神
で
「
佐
伯
創
生
」
の
実

現
を
目
指
し
た
い
。
②
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
政
策
も
重
要
と
考
え

る
。
私
が
貫
い
て
き
た
「
現
場
主
義
」
を
行
政
姿

勢
に
も
徹
底
し
、
弱
い
立
場
の
方
々
に
寄
り
添
う

市
政
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
③
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
、
予
測
不
可
能
な
地
震
や
津
波
な
ど
天
災

に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
も
重
要
で
あ
る
。
災
害

に
負
け
な
い
強
靭
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
行
っ

て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
重
要
課
題
は
、
こ
れ
か

ら
策
定
す
る
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

公
明
党
　
代
表
質
問
　
浅
利
　
美
知
子

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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▢問	　
入
津
湾
で
は
、
昨
年
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大

量
発
生
に
よ
り
大
き
な
漁
業
被
害
が
発
生
し
た

が
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
市
の
対

応
策
を
問
う
。

▪答	　
赤
潮
発
生
の
早
期
予
測
に
よ
り
被
害
を
最
小
限

に
軽
減
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
、
そ
こ
で
今
年
度

４
月
に
大
分
県
が
自
動
昇
降
水
室
測
定
器
を
設
置

し
て
い
る
。
定
点
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
に
、
こ
の

24
時
間
体
制
で
稼
働
す
る
機
器
を
設
置
し
た
こ
と

で
早
期
の
警
戒
が
図
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
と

考
え
て
い
る
。

▢問	　
平
成
25
年
度
、
26
年
度
に
大
分
県
が
実
施
し
た

入
津
湾
漁
場
改
善
工
法
調
査
に
関
す
る
調
査
結
果

の
概
要
を
伺
い
た
い
。

▪答	　
湾
口
部
の
水
深
の
浅
い
と
こ
ろ
に
、
局
部
的
に

深
い
水
路
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
海
底
の
流
況
を

変
え
、
海
水
交
換
を
促
進
し
、
同
時
に
交
流
量
を

増
大
さ
せ
る
工
法
で
、
上
入
津
側
を
延
長
４
５
０

ｍ
、
下
入
津
側
を
延
長
９
０
０
ｍ
、
水
深
12
～
14

ｍ
、
幅
は
50
～
70
ｍ
と
な
る
よ
う
掘
削
す
る
と
い

う
内
容
で
、
湾
内
外
の
海
水
交
換
が
促
進
さ
れ
、

湾
内
の
富
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
。
さ
ら
に
海
水

交
換
装
置
を
併
設
す
る
こ
と
で
表
層
海
水
を
低
層

に
送
り
込
み
、
低
層
の
貧
酸
素
状
態
を
改
善
す
る

と
い
う
工
法
を
提
案
し
て
い
る
。

森
　
三
千
年

入
津
湾
の
漁
場
環
境
の
改
善

に
つ
い
て

▢問	　
登
録
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
三
つ
の
効
果
に
つ
い

て
、
ま
ず
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
登
録
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、
国
内
外
で

の
知
名
度
が
向
上
し
、
よ
り
広
範
囲
に
本
地
域
の

自
然
、
伝
統
、
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
、
来
訪
者
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
地
場
産
品

や
地
域
の
農
林
産
品
等
の
消
費
量
の
一
層
の
拡
大

な
ど
地
域
所
得
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

▢問	　
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
世
界
基
準
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、「
宇
目

ぶ
ど
う
」「
栗
」「
ホ
オ
ズ
キ
」「
乾
シ
イ
タ
ケ
」

な
ど
の
地
域
を
代
表
す
る
農
林
産
物
の
知
名
度
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

▢問	　
環
境
教
育
・
研
究
の
拠
点
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
地
域
内
の
自
然
環
境
保
全
、
調
査
研
究
活
動
の

促
進
の
た
め
、
宿
泊
・
滞
在
機
能
を
備
え
た
学
術

研
究
支
援
の
た
め
の
拠
点
施
設
等
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
施
設
は
、
地
域
内
の
調
査
研
究
活
動
の

拠
点
と
な
り
、
施
設
と
し
て
は
緩
衝
地
域
内
に
あ

る
「
う
め
キ
ャ
ン
プ
村
」「
道
の
駅
宇
目
」「
宇
目

地
区
公
民
館
」
を
想
定
し
て
い
る
。 矢

野
　
幸
正

祖
母・傾・大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

▢問	　
佐
伯
市
が
管
理
す
る
公
園
は
、
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

▪答	　
佐
伯
市
に
は
、
１
５
３
か
所
の
公
園
が
あ
り
、

各
担
当
課
で
管
理
し
て
い
る
。

▢問	　
な
ぜ
、
八
幡
地
区
に
は
公
園
が
一
つ
も
な
い
の

か
。

▪答	　
佐
伯
市
都
市
計
画
区
域
内
で
は
、
計
画
に
基
づ

き
順
次
公
園
整
備
を
し
て
い
る
が
、
八
幡
地
区
内

に
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

▢問	　
今
後
も
、
八
幡
地
区
内
に
公
園
の
整
備
を
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

▪答	　
今
年
度
か
ら

都
市
計
画
公
園

の
配
置
や
整
備

に
関
す
る｢

緑

の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン｣

の
策
定

に
入
る
。
八
幡

地
区
に
お
い
て
、

公
園
や
緑
の
配

置
や
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て

い
く
。

上
田
　
徹

八
幡
地
区
に
公
園
を
！

港児童公園
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▢問	　
今
年
に
入
り
、
ま
す
ま
す
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
が
繰
り
返
さ
れ
、
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
幸

福
実
現
党
で
は
、
全
国
３
０
０
近
く
の
自
治
体
に

「
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
に
備
え
た
避
難
訓
練
等
の
実

施
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
て
お
り
、
私
自

身
も
繰
り
上
げ
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
く
以
前
、
４

月
24
日
に
市
長
の
元
へ
、
初
期
動
作
の
対
応
と
と

も
に
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
「
妄
想
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
が
「
現
実
の
脅
威
」
と

し
て
認
識
さ
れ
始
め
、
具
体
的
な
有
事
に
向
け
た

訓
練
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
６
月
８
日

に
地
対
艦
巡
航
ミ
サ
イ
ル
が
数
発
発
射
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
訓
練
実
施
を
強
く

望
ん
で
当
局
の
見
解
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
間

違
っ
た
情
報
に
よ
る
不
安
や
混
乱
を
招
か
な
い
よ

う
情
報
共
有
の
仕
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
市
と
し
て
は
、
今
後
、
国
、
県
の
動
向
を
見
て

考
え
て
い
く
。
緊
急
情
報
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
各
地
区
の
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
特
別
な
サ
イ

レ
ン
音
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
防
災
・
行
政
ラ

ジ
オ
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
も
行
う
。
緊
急
情
報

の
お
知
ら
せ
の
仕
方
や
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
に
と
る
行
動
に
つ
い
て
５
月
15

日
発
行
の
市
報
や
市
の
Ｈ
Ｐ
で
広
報
し
て
い
る
。

菅
　
さ
と
み

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
に
対
す
る

避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

▢問	　
城
山
の
登
山
道
・
山
頂
部
が
か
な
り
荒
れ
て
い

る
が
、
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

▪答	　
城
山
に
は
４
か
所
の
登
山
道
が
あ
る
が
、
特
に

独
歩
碑
の
道
は
、
利
用
者
も
多
く
路
面
も
荒
れ
て

お
り
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
真
砂
土
系
補

修
材
で
補
修
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
倒
木
や

の
り
面
の
崩
壊
な
ど
の
場
合
は
、
工
事
業
者
に
発

注
し
山
頂
部
等
の
除
草
、
剪
定
は
業
務
委
託
で
委

託
し
て
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

▢問	　
今
後
、ど
の
よ
う
な
計
画
の
も
と
、整
備
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

▪答	　
山
頂
の
毛
利
神
社
は
神
社
庁
の
管
理
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
に
城
山
歴
史
公
園
の
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
、
施
設
の
維
持
管
理
方
針
を
明
確
化

す
る
。
ま
た
、
佐
伯
城
山
の
活
用
・
保
存
等
に
関

す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
城
山
歴
史
公
園
整

備
方
針
を
定

め
、
登
山
道

等
の
具
体
的

な
整
備
計
画

を
今
年
度
策

定
し
、
こ
の

整
備
計
画
に

基
づ
き
実
施

し
て
い
く
。

塩
月
　
健
治

城
山
の
管
理
・
整
備
は
！

▢問	　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
幼
稚
園
、
保
育
所
で
の
取
り

組
み
を
問
う
。

▪答	　
現
在
の
幼
稚
園
、
保
育
所
で
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
６
月
２
日
現
在
、
市
内
１
か

所
の
私
立
幼
稚
園
と
16
の
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど

も
園
で
、
合
計
３
８
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
フ
ッ

化
物
洗
口
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▢問	　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
小
学
校
で
の
取
り
組
み
を
問

う
。

▪答	　
小
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、

下
堅
田
小
学
校
を
「
フ
ッ
化
物
洗
口
モ
デ
ル
実
践

校
」
に
指
定
し
実
施
し
た
。
そ
の
中
で
、
実
施
方

法
や
実
施
時
刻
、
薬
品
保
管
等
に
つ
い
て
課
題
を

洗
い
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
年
度

末
に
は
、
保
護
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
約
９
割
の
家
庭
か
ら
次
年
度
も
継
続
す
る
よ

う
希
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
校
長
会
、
佐

伯
市
歯
科
医
師
会
、
佐
伯
市
薬
剤
師
会
と
の
協
議

を
進
め
、
今
年
度
は
実
施

校
を
拡
大
す
る
方
向
で
、

下
堅
田
小
学
校
に
加
え
、

同
じ
佐
伯
南
中
学
校
区
の

上
堅
田
小
学
校
、
青
山
小

学
校
、
木
立
小
学
校
に
お

い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

飛
髙
　
彌
一
郎

フ
ッ
化
物
洗
口
で

虫
歯
予
防
を

城山登山口の案内図
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▢問	　
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
外
部
か
ら
部
活
動

指
導
者
を
導
入
し
、
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

▪答	　
平
成
29
年
に
「
学
校
教
育
法
の
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
施
行
さ
れ
、
部
活
動
に

お
い
て
、
校
長
の
監
督
を
受
け
、
技
術
的
な
指
導

に
従
事
す
る
も
の
と
し
て
「
部
活
動
指
導
員
」
が

制
度
化
さ
れ
た
。「
部
活
動
指
導
員
」
は
、
こ
れ

ま
で
の
外
部
指
導
者
と
異
な
り
、
専
門
的
な
技
術

指
導
に
加
え
て
大
会
や
練
習
試
合
の
引
率
等
も
職

務
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
部
活
動
指
導
員
」

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
よ
り
専
門
的
な
指
導
技
術
を
持
っ
た
者
が

指
導
に
当
た
る
こ
と
で
、
生
徒
の
競
技
力
向
上
に

も
繋
が
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
い
く

つ
か
あ
り
、
一
つ
は
、
部
活
動
指
導
員
の
身
分
、

報
酬
や
費
用
弁
償
等
、雇
用
条
件
の
整
備
の
問
題
。

ま
た
、
人
員

確
保
の
問
題

も
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
人

件
費
に
係
る

予
算
関
係
の

問
題
も
ク
リ

ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

後
藤
　
勇
人

教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

部
活
動
指
導
員
の
導
入
を
！

▢問	　
本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
目

的
を
問
う
。

▪答	　
公
共
交
通
機
関
の
交
通
空
白
地
域
の
う
ち
、
佐

伯
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
平
成
20
年

３
月
）
に
定
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
導
入

基
準
を
満
た
す
地
域
に
、
地
域
住
民
の
最
低
限
の

交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

▢問	　
平
成
27
年
３
月
の
佐
伯
市
議
会
議
員
政
策
研
究

会
か
ら
の
「
佐
伯
市
に
お
け
る
公
共
交
通
施
策
に

関
す
る
提
言
書
」
に
よ
る
提
案
か
ら
２
年
が
経
過

し
た
が
本
提
言
を
受
け
て
、
事
業
改
善
を
行
っ
た

か
を
問
う
。

▪答	　
提
出
さ
れ
た
提
言
書
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
、
具
体
的
な
事
業
改
善
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
公
共
交
通
機
関
の
考
え
が
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
事

業
者
に
対
し
、
提
言
書

の
内
容
を
含
め
た
公
共

交
通
施
策
に
対
す
る
意

見
書
依
頼
な
ど
、
実
施

可
能
か
を
見
極
め
る
た

め
の
調
査
・
協
議
等
を

行
っ
て
い
る
。

西
條
　
隆
洋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

つ
い
て

▢問	　
「
旧
町
村
部
の
活
性
化
な
く
し
て
佐
伯
の
元
気

は
な
い
と
考
え
、
振
興
局
が
そ
の
元
気
の
源
泉
と

な
る
べ
く
、
体
制
等
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
旧
町
村
の
活

性
化
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
の
か
を
問

う
。

▪答	　
旧
町
村
の
活
性
化
に
対
し
て
は
、
今
年
度
取
り

組
む
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
に
お
い
て
、
各
振

興
局
編
を
作
る
計
画
で
、
こ
れ
に
は
各
振
興
局
の

地
域
振
興
審
議
会
委
員
が
中
心
と
な
り
、
計
画
を

練
っ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

▢問	　
６
月
補
正
に
当
た
っ
て
、
田
中
市
長
の
そ
の
意

思
を
反
映
さ
せ
た
新
規
事
業
や
振
興
局
の
独
自
予

算
配
分
等
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

▪答	　
振
興
局
独
自
の
新
規
事
業
「
が
ん
ば
る

里
・
浦
地
域
活
力
向
上
事
業
」
と
し
て
補
助
金

１
０
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

▢問	　
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

▪答	　
風
水
害
や
火
災
等
の
緊
急
時
の
対
応
に
は
、
地

域
に
精
通
し
た
旧
町
村
出
身
者
を
各
振
興
局
に
配

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
年
々
、
旧
町
村
出
身

者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り
地
元
出
身

職
員
の
優
先
的
配
置
に
努
め
、
限
ら
れ
た
職
員
で

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

福
嶋
　
勝
彦

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て



平成28年度  政務活動費  収支報告内訳一覧
●政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員１人当たり20万円を会派及び無会
派議員に交付しています。

●交付決定額から実績額を控除して残余がある場合は、その残金を返納しています。また、交付決定
額を超過した額は、会派及び無会派議員で負担しています。

●平成28年度における会派及び無会派議員の支出状況、主な使途は次のとおりです。

政務活動費の主な使途
【調査研究費】管外視察調査＜①農業と福祉の連携による 6 次産業化事業の取り組みについて（北海
道留萌市）、②東川町の総合的なまちづくりについて（北海道東川町）、③旭川市動物愛護センターに
ついて（北海道旭川市）、④北海道水資源の保全に関する条例について（北海道庁）＞
【研修費】議員研修会参加費（大分県市議会議長会研修会）【広報費】会派議会報告会印刷代
【資料購入費】情報誌購入代

【調査研究費】管外視察調査＜①パークゴルフ場の運営について（島根県雲南市）、②定住促進の取り
組みについて（島根県出雲市）、③地方創生推進に関する事業について（鳥取県米子市）＞
【研修費】議員研修会参加費（大分県市議会議長会研修会）【広報費】議会報告会印刷代、郵送代
【資料購入費】事務用品代、書籍購入代、インク代、ファイル代など

【調査研究費】管外視察調査＜①「地方議会議員セミナー in 東京」の講座を受講（東京都）、②障がい
者の保健医療・福祉施設の備わった取り組みについて（栃木県足利市）＞、＜「しみず山椒の里活性化
協議会」の取り組みについて（和歌山県有田川町）＞
【広報費】議会報告会印刷代

【調査研究費】管外視察調査＜①農業と福祉の連携による 6 次産業化事業の取り組みについて（北海
道留萌市）、②東川町の総合的なまちづくりについて（北海道東川町）、③旭川市動物愛護センターに
ついて（北海道旭川市）、④北海道水資源の保全に関する条例について（北海道庁）＞
【資料作成費】事務用品代、インク代など

【資料作成費】事務用品代、パネル代など【資料購入費】機関紙購読料、文具代など
【事務所費】事務所賃借料

【研修費】記念講演参加費、セミナー参加費【広報費】議会報告印刷代
【要望・陳情活動費】中央省庁【資料作成費】インク代
【資料購入費】書籍購入、新聞代など

【研修費】①「議会運営実務講座 in名古屋」受講、「議会活動マスター講座 in名古屋」受講、②議員研修会参
加費（大分県市議会議長会研修会）、③「公共施設マネジメント・2日でわかる公共施設の問題点」受講

会派名

会派名
実績額

単位（円）

交　付
決定額調　査

研究費 研修費 広報費 要請・陳情
活動費

資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費 合計

伯盛会

伯盛会（11人）

新風会（5人）

公明党（2人）

自民党（2人）

無会派（髙司政文）

無会派（井野上準）

新風会

公明党

自民党

無会派
（髙司政文）

無会派
（井野上準）

佐伯を元気に
する無所属の会

1,255,334

376,828

295,326

260,002

0

0

0

9,000

4,000

0

0

0

12,500

183,030

293,265

85,524

311,932

0

0

65,555

0

0

0

0

0

0

57,810

0

0

0

0

26,670

14,484

4,954

0

58,968

114,884

0

0

44,330

88,153

0

0

0

0

0

60,000

0

0

1,616,567

581,236

607,258

286,672

118,814

228,972

183,030

2,200,000

1,000,000

400,000

400,000

400,000

200,000

200,000

佐伯を元気にする無所属の会
　　　　（2人）

14

▢問	　
佐
伯
市
の
主
要
な
玄
関
口
で
あ
る
東
九
州
自
動

車
道
「
佐
伯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
・
歓
迎
の
体
制
を
と
っ

て
い
る
か
問
う
。

▪答	　
佐
伯
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
を
右
折
し
た
先
に

「
路
側
型
案
内
標
識
」
で
、
各
方
面
の
観
光
資
源

を
案
内
し
て
い
る
。
そ
の
先
の
消
防
本
部
隣
地
に

は
食
を
Ｐ
Ｒ
し
た
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。

▢問	　
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
つ
い
て
同
様
に
問
う
。

▪答	　
施
設
自
体
が
県
所
有
で
あ
り
、
以
前
か
ら
市
か

ら
県
に
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。平
成
26
年
度
は
、

施
設
内
外
に
各
種
案
内
看
板
を
設
置
し
た
。

▢問	　
佐
伯
駅
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
整

備
、
段
差
の
解
消
は
今
後
の
懸
案
事
項
で
あ
る
。

市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
問
う
。

ま
た
、
駅
や
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
お
も
て
な
し
、

歓
迎
で
地
域
の
魅
力
を
訴
求
で
き
て
い
る
か
問
う
。

▪答	　
佐
伯
駅
の
利
便
性
向
上
は
、
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
九
州
本
社
、
九
州
運
輸
局
に
佐

伯
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
強
く
要
望
し
て
い

る
。
歓
迎
・
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
は
、
駅
の
隣

に
観
光
案
内
所
を
置
き
、
周
辺
に
は
観
光
の
ぼ
り

を
設
置
、館
内
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
揃
え
て
い
る
。

大
野
　
達
也

交
通
の
玄
関
口
に

お
も
て
な
し
を
!!

▢問	　
以
前
、
佐
伯
ふ
る
さ
と
便
を
創
設
し
た
ら
ど
う

か
と
質
問
し
た
が
、
現
状
は
。

▪答	　
販
路
拡
大
の
方
策
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
出
来
て
い
な
い
。
取
り
組

み
と
し
て
ど
う
い
う
方
法
が
最
善
な
の
か
、
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
の
見
直
し
と
併
せ
て
も
う
一
度
考
え
て

い
く
。

▢問	　
市
長
の
所
信
表
明
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

観
光
行
政
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
観
光

振
興
の
充
実
を
図
る
に
当
た
り
、
観
光
協
会
の
在

り
方
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

▪答	　
佐
伯
市
観
光
協
会
は
本
市
を
広
く
紹
介
宣
伝

し
、
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
、
観
光

客
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
市
と
し

て
も
協
会
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

し
か
し
、
協
会
事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
年
々

幅
広
く
な
っ
て
お
り
、
委
託
さ
れ
る
事
務
量
も
増

え
て
い
る
た
め
、
恒
常
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の

状
態
に
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
も
加
わ
り
、
農
林
水
産
業
と
の
連
携
で
の
観

光
づ
く
り
と
い
う
視
点
に
よ
る
事
業
構
築
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
大
き
な
課
題

と
し
て
正
職
員
複
数
化
の
検
討
等
も
含
め
て
、
事

務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
観
光
協
会
と
協
議

し
て
い
く
。

冨
松
　
万
平

観
光
協
会
の
在
り
方
を

再
考
し
、
体
制
強
化
を
！

▢問	　
女
島
方
面
か
ら
市
街
地
に
か
け
時
々
漂
う
悪
臭

に
市
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
の
対

応
、
臭
い
の
原
因
、
解
決
策
に
つ
い
て
問
う
。

▪答	　
「
西
浜
方
面
か
ら
の
悪
臭
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い

か
」
と
い
う
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
現
地
確
認
し
、
発
生
源
の
調
査
を
行
っ
て

い
た
が
、
特
定
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
臭
い

の
強
さ
を
数
値
化
す
る
「
臭
気
強
度
」
の
測
定
を

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
１
事
業
所
か
ら
突
出
し
て
強
い
臭
気
強

度
が
測
定
さ
れ
、
西
浜
地
域
の
悪
臭
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
大
分
県
廃
棄

物
対
策
課
、
南
部
保
健
所
、
佐
伯
市
の
三
者
で
対

策
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
事
業
所
を
含
め
、
臭
気

レ
ベ
ル
を
低
減
す
る
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

▢問	　
民
間
企
業
で
も
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
、
社
会

的
貢
献
、
環
境
対
策
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
所
と
の
話
し
合
い
を
問
う
。

▪答	　
市
と
女
島
区
、
事
業
所
の
三
者
で
生
活
環
境
保

全
に
関
す
る
基
本
協
定
書
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
推
進
し
、

地
域
住
民
の
健
康
の
保
護
と
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
基
本
的
責
務
と

し
て
、
企
業
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
市
職

員
が
立
入
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
作
業
の
見
直
し

や
営
業
時
間
等
の
変
更
を
お
願
い
し
て
い
る
。

髙
司
　
政
文

市
街
地
に
漂
う
悪
臭

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
！



平成28年度  政務活動費  収支報告内訳一覧
●政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員１人当たり20万円を会派及び無会
派議員に交付しています。

●交付決定額から実績額を控除して残余がある場合は、その残金を返納しています。また、交付決定
額を超過した額は、会派及び無会派議員で負担しています。

●平成28年度における会派及び無会派議員の支出状況、主な使途は次のとおりです。

政務活動費の主な使途
【調査研究費】管外視察調査＜①農業と福祉の連携による 6 次産業化事業の取り組みについて（北海
道留萌市）、②東川町の総合的なまちづくりについて（北海道東川町）、③旭川市動物愛護センターに
ついて（北海道旭川市）、④北海道水資源の保全に関する条例について（北海道庁）＞
【研修費】議員研修会参加費（大分県市議会議長会研修会）【広報費】会派議会報告会印刷代
【資料購入費】情報誌購入代

【調査研究費】管外視察調査＜①パークゴルフ場の運営について（島根県雲南市）、②定住促進の取り
組みについて（島根県出雲市）、③地方創生推進に関する事業について（鳥取県米子市）＞
【研修費】議員研修会参加費（大分県市議会議長会研修会）【広報費】議会報告会印刷代、郵送代
【資料購入費】事務用品代、書籍購入代、インク代、ファイル代など

【調査研究費】管外視察調査＜①「地方議会議員セミナー in 東京」の講座を受講（東京都）、②障がい
者の保健医療・福祉施設の備わった取り組みについて（栃木県足利市）＞、＜「しみず山椒の里活性化
協議会」の取り組みについて（和歌山県有田川町）＞
【広報費】議会報告会印刷代

【調査研究費】管外視察調査＜①農業と福祉の連携による 6 次産業化事業の取り組みについて（北海
道留萌市）、②東川町の総合的なまちづくりについて（北海道東川町）、③旭川市動物愛護センターに
ついて（北海道旭川市）、④北海道水資源の保全に関する条例について（北海道庁）＞
【資料作成費】事務用品代、インク代など

【資料作成費】事務用品代、パネル代など【資料購入費】機関紙購読料、文具代など
【事務所費】事務所賃借料

【研修費】記念講演参加費、セミナー参加費【広報費】議会報告印刷代
【要望・陳情活動費】中央省庁【資料作成費】インク代
【資料購入費】書籍購入、新聞代など

【研修費】①「議会運営実務講座 in名古屋」受講、「議会活動マスター講座 in名古屋」受講、②議員研修会参
加費（大分県市議会議長会研修会）、③「公共施設マネジメント・2日でわかる公共施設の問題点」受講

会派名

会派名
実績額

単位（円）

交　付
決定額調　査

研究費 研修費 広報費 要請・陳情
活動費

資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費 合計

伯盛会

伯盛会（11人）

新風会（5人）

公明党（2人）

自民党（2人）

無会派（髙司政文）

無会派（井野上準）

新風会

公明党

自民党

無会派
（髙司政文）

無会派
（井野上準）

佐伯を元気に
する無所属の会

1,255,334

376,828

295,326

260,002

0

0

0

9,000

4,000

0

0

0

12,500

183,030

293,265

85,524

311,932

0

0

65,555

0

0

0

0

0

0

57,810

0

0

0

0

26,670

14,484

4,954

0

58,968

114,884

0

0

44,330

88,153

0

0

0

0

0

60,000

0

0

1,616,567

581,236

607,258

286,672

118,814

228,972

183,030

2,200,000

1,000,000

400,000

400,000

400,000

200,000

200,000

佐伯を元気にする無所属の会
　　　　（2人）
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〔議員の表決態度の公表〕※賛否が分かれた議案等について掲載しています。

件　　名

会  派
議員氏名

財産の無償貸付けについて（旧河内小学
校校舎の一部）

佐伯市社会福祉センター条例の制定につ
いて

議案第72号

議案第75号

議決
結果

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）

三
浦
　
　渉

吉
良
　栄
三

菅
　さ
と
み

髙
司
　政
文

西
條
　隆
洋

井
上
　清
三

後
藤
　勇
人

浅
利
美
知
子

河
野
　
　豊

佐
藤
　
　元

上
田
　
　徹

矢
野
　幸
正

御
手
洗
秀
光

福
嶋
　勝
彦

飛
髙
彌
一
郎

森
　三
千
年

坪
根
　大
吉

大
野
　達
也

本
田
　房
代

清
家
　好
文

濵
野
　芳
弘

塩
月
　健
治

清
田
　哲
也

冨
松
　万
平

○○○●○○○○○○○○○休○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●●●○休○○○○○○○○○

原案可決

修正案可決 19 ： 3

21 1:

彩　輝　会 志 高 会 自民党 公明党 無会派無所属の会南風会

※議長（三浦渉）は、通常の過半数議決には表決権がありません。　※無所属の会：佐伯を元気にする無所属の会

議
　長

写真上：傾山から祖母山を望む。写真左・下：藤河内渓谷

※政策研究会の調査研究のテーマは
「祖母・傾・大崩ユネスコエコパー
ク」に決まりました。
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さ
い
き
市
議
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よ
り
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平
成
29年

８
月
１
日

 編
集
  広
報
委
員
会

 印
刷
   木
津
印
刷

　本会議及び委員会審査の模様はイン
ターネットで録画映像を配信しています。
佐伯市議会のホームページからご覧くだ
さい。

　
先
日
、
書
店
で
、「
定
年
後
」
と
い
う
題

名
に
引
き
寄
せ
ら
れ
手
に
取
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
「
若
い
時
に
注
目
さ
れ
ず
、
不
遇

な
人
生
を
送
っ
た
人
で
も
定
年
後
に
輝
け

ば
過
去
の
景
色
は
一
変
す
る
。
人
生
の
後
半

こ
そ
が
勝
負
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
輝
く
た

め
に
は
50
歳
代
か
ら
準
備
が
必
要
だ
と
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
遅
い
、
完
全
に
遅
い
。

し
か
し
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
寿

命
を
健
康
寿
命
と
す
る
な
ら
統
計
で
は
75

歳
を
過
ぎ
る
と
男
性
は
急
に
自
立
度
が
落

ち
る
ら
し
い
の
で
す
。
あ
と
10
年
人
生
を
謳

歌
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く
頃
は
、
太
陽
が

ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
今
は
、
梅
雨
の
中
で
紫
陽
花
が
き
れ

い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
太
陽
に
向
か
っ
て
咲

く
ひ
ま
わ
り
よ
り
シ
ト
シ
ト
と
雨
が
降
続

く
中
に
ジ
イ
ッ
と
耐
え
て
い
る
紫
陽
花
が
好

き
と
い
え
る
よ
う
な
議
員
に
な
り
た
い
と
思

い
な
が
ら
外
を
見
て
い
ま
す
。

広
報
副
委
員
長
　
濵
野
芳
弘

　
後
藤
幸
吉
前
市
議
は
、
公
職
選
挙

法
違
反
に
よ
り
６
月
21
日
に
失
職
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
佐
伯
市
議
会
（
定
数

25
名
）
は
、
１
名
の
欠
員
と
な
り
ま
し

た
が
、
補
欠
選
挙
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
７
月
６
日
、
市
役
所
で
市
議
会
団
体
モ

ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
団
体
の
代
表
者
23
人
に
三
浦
渉
議
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
市
議
会
か
ら
は
正
副
議
長
、
ま

た
議
会
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
出
席
し
、

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
団
体
モ
ニ
タ
ー

と
個
人
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

団
体
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
で
す
。
こ
の
団
体

モ
ニ
タ
ー
と
は
、
議
案
等
に
対
し
て
意
見

を
聴
取
し
た
い
時
に
、
各
団
体
を
議
会
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
議
会
の
申
し
出
に
よ
り
、
い
つ
で

も
意
見
を
聞
け
る

よ
う
に
し
て
議
案

審
議
等
の
参
考
に

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
開
か
れ
た
佐
伯

市
議
会
を
め
ざ
す

た
め
に
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。

〔８月〕 29日 （火）開会
〔９月〕 5日 （火）一般質問
 6日 （水）一般質問
 7日 （木）一般質問
 8日 （金）一般質問
 12日 （火）建設経済常任委員会
   教育民生常任委員会
 13日 （水）総務常任委員会
 14日 （木）予算特別委員会
 20日 （水）閉会

※ぜひ傍聴にお越しください。

9月定例会のお知らせ（予定）

編
集
後
記

23
団
体
に
委
嘱
状

　
　
　議
会
団
体
モ
ニ
タ
ー

後
藤
幸
吉
前
市
議
が
失
職

祖母・傾・大崩 ユネスコエコパーク祖母・傾・大崩 ユネスコエコパーク

★市議会は、受付の名簿に氏名等を記入するだけで傍聴できます。お気軽にお越しください。
★市議会に関する情報は佐伯市のホームページから閲覧できます。 佐伯市議会 検索  

平成29年

８月
No. 50

６月定例会は６月５日から28日までの24日間の会期で開催されました。

市議会だより
登録決定！
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